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１．はじめに 
児童は身近な地域に参画し，その地域の将来を担う存在である。そのため，児童が地域
に参画していくためには，地域をそのまま捉えるだけではなく，主体的に地域に参画し，
地域の課題に対する新たな解決策を考えることのできる力が必要である。 
また，2017（平成 29）年度の小学校学習指導要領の改訂によって，「社会的な見方・考
え方を働かせ，課題を追及したり解決したりする活動」の充実が図られるようになった。  
しかし，これまでの小学校社会科地域学習では，身近な地域を調べる，いわゆる「調べ
学習」が主となり，その調べたことを発表することで学習を終えてしまっている（例えば
荒井，2007）。このような学習では，地域をそのまま捉えることにとどまり，地域がよりよ
くなるための解決策を考える学習には至っていない。 
そこで，本研究では，社会的見方・考え方を働かせ，地域の課題に対する解決策を考え
る学習まで行えるように，地域をシステムとして捉える，システムアプローチを用いた授
業を提案する。 
２．小学校社会科地域学習 
（１）小学校社会科における地域学習の意義
本研究では，小学校社会科における地域学習の意義を，以下のようにまとめる。
小学校社会科における地域学習の意義 
・社会生活の原則を発見する場
・社会科の学習能力を育成する場
・社会的事象をとらえ，意味づけたり関連付けたりする場
・地域や社会の一員であるということを自覚する場
・人と人の結びつきを学ぶ場
（２）小学校社会科における地域学習の現状
荒井（2007）が実施したアンケート（対象：静岡県Ａ市，Ｂ市の全 18 小学校３，４年生
の社会科を担当した教員，計 39 名）から，教師が地域を教材化することに苦手意識を持っ
ていたり，負担に感じたりしていることがわかった。そのため，各市町村で作成されてい
る社会科副読本に依存した授業が多くなっており，学校や教師がその地域に合った授業を
作ることは低い可能性がある。 
（３）小学校社会科における地域学習の課題
小学校社会科における地域学習では，地域を調べることに終始してしまっている。この
ように，地域を調べ，その特徴を発表するだけの学習では小学校学習指導要領（平成 29
年版）の第３学年の目標で新たに記載された「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追
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及したり解決したりする活動」の充実を十分に達成できる内容になっているとは言えない。 
 
３．小学校社会科におけるシステムアプローチを用いた学習の取り扱い 
 （１）小学校社会科地域学習の課題解決を目指した学習方法 
前章で小学校社会科地域学習の課題として「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追
及したり解決したりする活動」の充実が不十分であるとした。この課題を解決するための
学習方法について述べる。 
では，社会的な見方・考え方とはどのようなものか。『小学校学習指導要領解説社会編』
によると，「社会的な見方・考え方は，課題を追究したり解決したりする活動において，社
会的事象等の意味や意義，特色や相互の関連を考察したり，社会に見られる課題を把握し
て，その解決に向けて構想したりする際の視点や方法」とされている。 
そこで，本研究では，社会的見方・考え方を働かせる際，人と人の関わりや人と社会的
事象の関わりといった「社会的枠組み」が前提としてあり，その「社会的枠組み」との関
連を「空間的枠組み」と「時間的枠組み」の視点に立ち，地域を捉えるべきであると定義
づける。 
授業においては，追究の視点や方法を意識化・可視化したり，社会的事象の相互の関連
を意識化・可視化したりできるようにすることで，「社会的な見方・考え方を働かせ，課題
を追及したり解決したりする活動」の充実を目指すことができると考える。追究の視点や
方法を意識化・可視化したり，社会的事象の相互の関連を意識化・可視化したりできる学
習方法として，システムアプローチがある。 
（２）システムアプローチとは 
地理教育システムアプローチ研究会によると，システムアプローチは「システムの見方・
考え方に基づき，複雑な物事を理解し対処すること。一言で言えば，相互関係から成り立
っている全体を捉える方法」であるとしている。よって，システムアプローチとは，事象
の関係性を全体で捉えるとともに焦点化して捉えることで，そのシステムにおける課題や
その解決策を見つけることができる方法である。 
 （３）システムアプローチを用いた先行実践の分析 
 先行実践では，自然環境と人々の関係性について捉えることができ，それぞれの事象の
つながりについて把握したり，解決策を考えたりする活動まで行うことができていた。こ
れは，システムアプローチを用い，関係構造図やループ図といった思考ツールを取り扱う
ことで，事象同士のつながりや全体の構造が可視化でき，問題の理解につながったからで
あるといえる。このことから，システムアプローチを用いて社会科の授業を行うことは有
効性があるといえる。 
しかし，先行実践では，事象が多くなったり，複雑になったりしてくると事象同士をつ
なげることが難しくなり，図を完成できないという課題もみられた。また，多くの事象が
出てくる際に，それぞれの事象についてどういうものなのかの理解が図られていないと事
象同士を関連付けることはできないため，事象について説明する時間がどうしても必要で
ある。 
また，「システムアプローチを用いて」と述べている人の実践では，「思考ツール」を使
用している。そのため，次節では，思考ツールを使用する有効性を述べるとともに，小学
校３年生段階で使用するのに適切な思考ツールはどのようなものかについて述べる。 
（４）事象を有機的に関連付ける手立てとしての思考ツール 
田村，黒上（2013）は，「思考ツールは，様々な思考スキルと関係する。」としていて，
その対応関係をまとめている（表１）。 
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表１ 思考ツールと思考スキルの対応 
思考スキル 思考ツール 
比較する ベン図 
分類する ベン図，座標軸 
関連付ける コンセプトマップ 
理由付ける クラゲ・チャート，フィッシュボーン 
広げてみる ウェビングマップ（イメージマップ） 
構造化する ピラミッドチャート，フィッシュボーン，バタフライチャート 
多面的にみる Ｙチャート，Ｘチャート，Ｗチャート，くま手チャート 
出所）田村，黒上（2013）より筆者作成 
 
実践結果より，思考ツールを用いた授業の有効性と課題が見えてきた。 
 まず，思考ツールを用いることで社会的事象の関わりや自らの思考の流れが視覚的に捉
えることができる。さらに，社会的事象を分類・整理する活動を行うことで，社会的事象
のかかわりを正確にとらえるとともにそれらがかかえる問題に対して解決策を考えること
ができる。 
 しかし，単元において扱う思考ツールを目的ごとに的確に使い分ける必要性があり，こ
の点が大きな課題である。さらに，社会的事象を分類・整理したり社会的事象同士のかか
わりをとらえたりする際に，うまくとらえられない児童に対して教師側から手立てが必要
である。また，分類・整理することのできない社会的事象や授業内容に直接的に関係のな
い疑問が出てきていることについては，「Ｙチャート」や「Ｘチャート」を用いて初めに枠
組みを決めてから社会的事象を当てはめていくことで対策できると考えた。 
 
４．システムアプローチを用いた小学校社会科における「地域学習」の単元モデル 
 上記に基づいて，以下の単元を開発した。 
時 ○主な学習活動・内容 ●システムアプローチに
よってつく力 
◇指導上の留意点 ☆評価 
１ ○有馬温泉のイメー
ジを「Ｙチャート」
に記入する。 
○有馬温泉の航空写
真を見て，有馬温泉
の地形や土地利用
について知る。 
○有馬温泉の地形や
土地利用について
分かったことを「Ｙ
チャート」の「場所」
の枠に書く。 
●有馬温泉のイメージを
「Ｙチャート」の「ひ
と（社会的枠組み）」「場
所（空間的枠組み）」「成
り立ち（時間的枠組
み）」の３観点に分類し
て記入することで，地
域を多角的に捉える
力。 
●「場所」の観点から有馬
温泉を捉えることで，
地理的な特徴をつかむ
力。 
◇有馬温泉の航空写真を見せる
ことで，見慣れた有馬の街が
どのような地形でできている
のかを理解させる。 
◇「Ｙチャート」の記入例を示し，
「ひと」，「場所」，「成り立ち」
の３観点から記入させる。 
☆有馬温泉の地形や土地利用に
ついて理解しているか。 
☆有馬温泉の地形について分か
ったことを意欲的に「Ｙチャ
ート」に記入しているか。 
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２ ○有馬温泉街の昔と
今の写真や観光客
数の推移から，人々
の生活の移り変わ
りについて知る。 
○有馬温泉の時代に
よる変化について
分かったことを「Ｙ
チャート」に書く。 
●「成り立ち」の観点から
有馬温泉を捉えること
で，歴史や今と昔の違
いをつかむ力。 
◇できた時代や訪れた人物など，
有馬温泉の歴史に関する資料
を提示することで，有馬温泉
は古くから多くの人に愛され
ていたことを理解させる。 
☆有馬温泉は古くから多くの人
に愛されていたことを理解し
ているか。 
３ ○疑問に思ったこと
や，もっと調べたい
ことを挙げる。 
○学習課題「なぜ有馬
温泉は愛され続け
ているのだろう」に
ついて，考える。 
●「場所」や「成り立ち」
の視点で有馬温泉をと
らえていても「ひと」
の枠に当てはまる事象
があることから，空間
的枠組みや時間的枠組
みは社会的枠組みと深
いかかわりをもってい
ることを理解する力。 
◇現地調査を行う際に，調べるこ
とを明確化させるために，疑
問に感じたことやもっと調べ
たいことを挙げさせる。 
☆学習課題について，現地調査で
どのような情報を調べてくる
かを明確にしているか。 
４ 
～ 
６ 
○現地調査を行う。 
○調査を行いながら，
事象を「Ｙチャー
ト」に記入する。 
●現地調査で捉えた有馬
温泉の特徴を観点別に
分類する力。 
●視点をもって地域を捉
える力。 
◇有馬温泉について，資料から分
かることだけでなく，人々の
思いや工夫を知るために，聞
き取り調査も行わせる。 
☆現地で調べたり，聞き取り調査
を行ったりして，学習課題に
対して必要な情報を集めてい
るか。 
☆事象を的確に分類しているか。 
７ ○「Ｙチャート」に記
入した事象同士の
かかわりを考える。 
○有馬温泉が愛され
続けている理由を
「Ｙチャート」をも
とにまとめる。 
●事象の関わりを矢印で
示すことで，地域の事
象はそれぞれが関わり
あっていることを捉え
る力。 
●地域を一つのシステム
としてとらえる力。 
●「Ｙチャート」を用いて
とらえた事象の関わり
をもとに，学習課題に
対する意見を文章で表
現する力。 
◇現地調査や資料の読み取りを
通して記入した「Ｙチャート」
を用いて，それぞれの事象の
関係性をつかませるようにす
る。 
◇有馬温泉における事象の関係
性をもとに，学習課題につい
ての意見を文章でまとめさせ
る。 
☆事象同士のかかわりについて，
矢印などを用いて表現してい
るか。 
☆学習課題に対して，「Ｙチャー
ト」をもとに，自分なりの意
見をもっているか。 
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８ ○有馬温泉の抱える
課題について，資料
をもとに理解し，作
成した「Ｙチャー
ト」をもとに，「持
続可能な」解決策を
考える。
●課題を解決するために
改善が必要な事象を見
つける力。
◇有馬温泉が抱える課題につい
ての資料を提示することで，
前時までに調べてきたことと
のギャップに気づかせる。
◇課題を解決するために，「Ｙチ
ャート」のどの事象を改善す
る必要があるかを考えさせ
る。
☆有馬温泉の抱える課題を資料
から読み取っているか。
９ 
・ 
10 
○有馬温泉の課題を
解決するための，
「有馬温泉 good プ
ラン」を考える。
●解決策の影響力を捉え
る力。
◇有馬温泉への提案を目的に「有
馬温泉 good プラン」を考えさ
せる。
◇課題に対する解決策を考える
際に，「実現可能性」と「持続
性」を意識させる。
☆「Ｙチャート」にまとめたこと
をもとに，「持続可能な」解決
策を考えようとしているか。 
５．おわりに 
本研究では，2017（平成 29 年）告示小学校学習指導要領社会科の目標が定める，「社会
的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動」の充実を図るための
学習方法として，システムアプローチの有効性を示すとともに，有馬温泉の課題を知り，
その解決策を考える学習活動を取り入れることで，地域学習の課題であった，「調べっぱな
し，発表しっぱなし」の授業からの改善を図ることができた。一方で，実践を通した検討
の実施，評価の形態の精査が課題である。さらに，社会科の苦手な教員にとって，本研究
における単元モデルを行うことが負担になってしまうと考えられる点も課題である。 
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